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ホスピタリティサービスと IoT

ホスピタリティサービス工学の目的
は、いままで勘や経験で行なっていた
業務をデータを基に分析し、IoT など
のテクノロジーを使ってより良いサー
ビスの提供や生産性向上を達成するこ
とです。

新型コロナウイルスの流行で宿泊施
設活用の幅が広がってきました。国や
県からの要請に応じた、無症状を含む
軽症者の受け入れや、海外からの入国
者や帰国者が一時滞在する場、テレ
ワークの普及によるワーケーションの

宿泊施設におけるIoT活用

場としての利用が増えてきました。こ
のような新しい利用形態では基本的に
長期滞在となるため、短期滞在ではそ
れほど気にならなかった、細かな要望
が出てきています。しかし一方で、現
実的には、それぞれの細かな要望すべ
てに宿泊施設側が合わせるというのは
管理上のコストが大きく、難しい話で
す。そこで、お客さまそれぞれの理想
の環境を実現するために、お客さま自
身にそれぞれの要望に見合った環境を
選択していただき、宿泊施設側の管理
コストを上げずに、お客さまの満足度
を上げることが重要です。また、施設

側も選択された環境のデータを分析す
ることで、新たなサービス需要を発見
しやすくなり、サービスの向上が見込
めます。

以上の問題に対処する方法として
は、「IoT」 が 有 効 で す。IoT(Internet 
of Things) とは従来インターネットに
接続されていなかったモノが、イン
ターネットを通じた情報のやり取りが
できるようになる仕組みです。IoT 化
が進むことで、今まで見ることができ
なかったさまざまなデータを得られた
り、遠隔でのモノの操作が可能になり
ます。

滞在中に利用するモノからデータを
得る、スマートフォンからモノへデー
タを送ることが出来れば、より快適な
宿泊体験を提供できるのではないで
しょうか。宿泊施設で IoT 化しやすい
モノの代表例は空調や照明などの家電
です。今回は「スマート家電」につい
て紹介します。

 
身近な家電と IoT化

スマート家電とは IoT 化にともない
インターネットに繋がっている機器と
相互に通信を行なえる家電のことで、
登録したスマートフォンや PC から遠
隔操作や確認などが可能となっていま
す。日常で使われるものだと掃除機や
洗濯機、照明、エアコンなどの製品が
あります。例えば照明やエアコンであ
れば家に帰る前に室温の調整や照明の
点灯のような遠隔操作が可能です。ま

た、外出先で意図せず家電が動作して
いる場合に外出先から動作を止めるこ
とができます。

IoT 機器の通信方法は大きく 2 つあ
ります。

一つ目は各スマート家電に対してリ
モコンのように指示を出す中継器を設
置する方法です。この方法では中継器
がインターネットにつながり、スマー
トフォンやスマートスピーカーの操作
を各スマート家電に届けます。一般的
には、スマート家電ごとに開発元であ
る各メーカーのアプリをインストール
して操作しますが、中継器の通信規格
がマルチベンダーに対応したものあれ
ば、メーカーが異なるスマート家電を
１つのアプリから動作させることがで
きます。この方式では照明を同時に点
灯させるなど、中継器に繋がっている
機器に一括で操作を行えるというメ
リットがあります。一方で、中継器の
設置にはコストがかかるため、利用客
が操作する必要のない、定常的な設備
には不向きであるといえます。

 

定常的な設備の Iot としては、二つ
目の方式である機器が直接インター
ネットにつながる手法が有効です。 
家電とは少し異なりますが、電力やガ
スなどのメーターの IoT 化はこの方法

が主流でメーターから検針のデータを
送信することで、今まで人力で確認さ
れていた部分の効率化が行われていま
す。一つ目の方式と併用して中継器へ
消費電力などのデータを送ることで、
これまで月単位しかできなかった消費
をより細かい単位で確認できるサービ
スも行なわれており、各家庭での消費
の見える化や節電に活用されていま
す。こちらの方法ではそれぞれの機器
に対して操作を行う必要があるため家
電ではあまり使われません。一定間隔
で機器からデータを送信するメーター
などでの利用が一般的です。

スマート家電と宿泊施設

実際に宿泊施設で利用できるスマー
ト家電について考えてみます。一般の
客室にある家電としては照明、テレ
ビ、エアコンなど、施設によってはラ
ンドリールームがあり、洗濯機や乾燥
機などの機器が設置されていると思い
ます。

客室の照明やエアコンを IoT 化する
ことで、お客さまのスマートフォンや
スマートスピーカーから ON/OFF、明
るさや温度などの調節を行なえます。
スマートスピーカーであれば声の届く
室内、スマートフォンであればどこか
らでも機器の操作を行えます。さらに
スマートフォンからの操作方法が統一
できれば宿泊のたびにスイッチの場所
や機器のリモコン操作を覚える必要が
なく快適に過ごせると考えられます。
他にも、ランドリールームの洗濯機を
IoT 化し、入口に入室確認用センサー
などを設置することで、利用状況や在
室人数を確認できるようになります。
これにより、現地に確認に行く手間や
ランドリールームでの密集を回避でき
ると考えられます。さらに、ご利用い
ただいたお客さまに対して洗濯の完了
通知を行なうことで取り忘れを減らす

サービスが提供できると思われます。
施設での活用であれば、空調や照明

などのデータを定期的に取得して故障
を検知できる仕組みを整えることで、
素早く業者やスタッフに故障を伝達す
ることができます。また、機器から取
得したデータを利用して故障の予測や
消耗品交換などの通知、機器に対して
外部からのメンテナンスが行なえる
と、故障している時間を最小限にでき
ると考えられます。他にも計測機能の
あるスマート家電やスマートメーター
を利用することで今まで細かく見るこ
とのできていなかった各部屋の消費電
力を確認する、電力使用量の多い部屋
に対して施設側からアクションを起こ
すことも可能であると考えられます。

弊社で開発しているモバイルアプ
リ、「tapAppli®」は宿泊施設でチェッ
クインからチェックアウト、ルーム
サービスのオーダーや各施設の混雑状
況の可視化などをゲストのスマート
フォンから可能にするアプリです。現
在アプリの機能の 1 つとして客室内
のスマート家電を操作できる機能を開
発しています。現段階ではスマート家
電をしているメーカー様と協業して、
一部の照明を操作できるプロトタイプ
を作成しました。今後は対応する家電
を増やすことで、宿泊施設の IoT 化に
貢献できればと思います。

スマート家電やスマートメーターの
出荷、設置台数は年々増えています。 
今後も、IoT 化で様々な産業が進化し
ていくでしょう。今回は家電やセン
サーに注目しましたが、今後発展して
いくと宿泊施設のあらゆるモノがイン
ターネットに繋がるでしょう。遠隔で
の操作や機器からのデータを活用する
ことでサービスの自動化や効率化が進
み、省人化やサービスの向上に繋がる
と考えています。 このような新しい
技術を活用することで宿泊業界の課題
解決の一助になればと思います。

　観光立国の中枢となる宿泊産業は「人材不足」「IT の進歩」「HACCP」「SDGs」など刻々と変化する状況へ急速な対応が
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